
民間検定試験の
大学入試公的活用

民間試験の公的
活用が進んでい
る経緯と現状

2024年以後の
ＣＢＴの導入や
今後の方針
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民間試験の公的活用
方針決定の経緯

文部科学省が民間を利する
ために採用を画策した？

論点①



複数の試験を比較する
のは公正性に反する

異なるテストの結果を使った
合否判定の信頼性？

論点②



異なるテスト結果を使っている入試

現在の入試でも、例えば理科では「物理・化学・
生物・地学」などの異なったテスト得点を同一試
験の英数国と合計して合否判定している。

センター試験では20点の得点差が出た場合は
調整するが、他の大学では不明。

高校生たちは「この科目の方が点が取りやす
い」という考えの下でテストを選んでおり、指導
現場でそれは黙認されており、広く知られてい
る受験指導である。



民間検定試験と学習
指導要領の関係

民間の検定試験の中には学習指
導要領を基にして作られていない
テストがある！

論点③



◼入試問題作成に際しての大学関係者の話

学習指導要領の内容を把握・理解している教員はほと
んどおらず、逆にそのようなことをする教員は教育・研
究が十分に行えないからだと低く見られる傾向がある。

問題文のチェック等に膨大な時間がかかりながら、手
当は多くない反面、万が一、ミスが発生した場合の責
任は重大であり、対応者確保に苦慮しており、加えて、
入試の多様化により、課題増に拍車がかかっている。

結局、教科書等を抜き書きする（多くの大学）か、学習
指導要領とは無関係の独自問題を出題（東大等）に二
分化している。



民間検定試験は信頼
できるのか？

民間の検定試験の中には、会場
運営などでいい加減な試験運営
をしているところがある！

論点④



〇民間試験実施機関の多くは第三者評価の必要性
を認めている（平成29年度文部科学省「検定試験の第三者
評価に関する調査研究」報告書）。

〇評価機関側としては国民の理解・信頼を得られるだ
けの評価を実施するには相応の費用を必要とするが、
各検定試験団体側はそれだけの費用をかけるだけの
効果が不明で支出に二の足を踏んでいる。

〇結果、現時点での評価は機関側の了解が得られる
費用の範囲・内容で行わざるを得ず、必ずしも十分な
ものにはなり得ない。大学が積極的に活用を進めるこ
とは、各検定試験団体側に第三者評価の実施を促す
ことにもなり、このジレンマを解消して好循環が回るよ
うになる。



法令（大学設置基準）上、「文部科学大臣が別に定

める学修を、当該大学における授業科目の履修とみ

なし、大学の定めるところにより単位を与えることがで

きる（第29条第1項）」としており、これに基づき多くの

大学が検定試験合格による単位認定を実施。

多くの大学などが単位を認定している検定に対して、

公正性・公平性を問題視すること自体矛盾しており、

認めない理由も不明。



2024年から予定され
ているＣＢＴはどうなる

ＣＢＴ準備状況は？英語のセンター
試験をなくし民間検定試験の活用と
ＣＢＴの導入は関係があるのか？

論点⑤


